






















 



学　校　関　係　者　意　見　等 評価Ⅲ

１　教育・学習内容を充実させ、確かな学力の育成と健やかな体づくりに取り組む

・コロナの５類への引き下げに伴い、現状にあった形で子どもの成長のためにできることを考えて工夫し取り組んでいる。
体育大会、音楽会など行事等で、子どもたちが生き生きと活動する姿が見られた。
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２　心の教育を充実させ、自己実現の意識の高揚を図る

・登下校時、大きな声で気持ちのよいあいさつをできる児童がいる。もっとそういった意識を学校全体に広げてほしい。
・今年度も、情報モラルについて授業を行ったということだが、ＳＮＳでのいじめやトラブルなどは喫緊の課題であると考え
る。情報モラルやマナーの授業、学級での指導を継続してほしい。
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３　家庭・地域・学校の連携を深め、活力に満ちた学校園づくりに取り組む

・今年度から「昔遊び」を復活させることができた。コミュニティスクール立ち上げに関連して、「朝の見守り」「新入生の年
度当初の補助」等、地域で協力できることがあれば積極的に声をかけてほしい。学校運営協議会の中でも方策について
検討していきたい。
・来年度も、工夫しながら保護者・地域が参観できるよう機会が確保できるようお願いしたい。 3

４　安全な教育環境を確保し、防災意識の高揚を図る

・今年度は、地域の自主防災（開錠）訓練が校区に範囲を広げて取り組むことができた。今後も地域としてできることを考
えながら続けていきたい。
・登下校の見守りで児童と接しているが、交通ルールが守れている児童も見受けられる。しかし、ルールを守れなかった
り、下校時・放課後の地域での過ごし方に問題がある児童も見られる。地域からも適宜声掛けをしていきたい。 3

■教育目標

・教育目標の具現化には、地域や家庭の協力も必須である。地域でも引き続き啓発に協力したい。
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■研究テーマ

・「全員参加」「全員理解」を掲げて２年目の取り組みの中で、どの児童も学ぶ意欲が持てるよう、学校全体で連携した対
応を先生方にはお願いしたいところである。
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■

評 価 項 目 （Ａ：優れている　Ｂ：適切である　Ｃ：おおむね適切である　Ｄ：要改善） 評価Ⅳ

　アンケート等、自己評価の根拠となる資料は適切か B

　自己評価の結果の内容は適切か B

　自己評価の結果を踏まえた今後の改善策は適切か B

　

　　※ 評価Ⅲの基準　　　　 ４：よく取り組んでおり、成果が大きい　　　　　　 　 ３：熱心に取り組んでおり、今後が期待できる
　　　　２：取り組んでいるが成果が十分でない　　　　　　１：取組が不十分である
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